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勤
し
た
場
合
の
如
の
費
動
一
量
を
ハ
品
位
、
d
V
で
表
し
之
を
山
?
に
封
ず
る
資
本
殻
果
と
呼
ぶ
@

費
(

叫

)

補

整
本

放

果

¥ 

、

一一一一一一一一一一一一一一

殺〈
L 

果均

h 、
'"' 匂ぐ合古

2お宅
阿
':¥ 3 
品。

胃
阻
且(

現
行
乃
至
は
理
想
V

慣
格
蝿
型
動
曹
と
同
時
に
資
本
総
計
が
鰐
勤
し
て
)
そ
の
結
果
消
費
者
が
竣
勤
前
と
同
一
消
費
計
書
の
編
成
主
左
し
得

る
場
合
、
か
か
る
資
動
を
債
格
の
補
整
附
時
党
動
(
ぐ
吉
田
{
8
0
2自
胃
ロ
由
民
P
L
o
一
官
。
N
N
O
)

ム
」
呼
ぶ
.
即
ち

従
っ
て
之
上
h
y

[~ぜ
[~，a 
守

す
r 

f当

(

∞

)

 

~~ぜ
ß~ョ

す

。

採
債
格
の
補
整
的
抽
出
ル
仰
に
伴
ふ
需
要
の
時
現
動
量
(
補
整
数
果
)
主

Q
M句
、
む
と
す
れ
ぽ
仰
向
上
り
、

)
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と
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業
者
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申
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す

格

主党

果
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六
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第.
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ι 

• 

消

費

者

活

動

k

企

業

者

活

動

第

ニ

蹴

〈
現
行
乃
至
空
疎
想
}
慣
絡
の
み
が
費
動
し
た
場
合
白
山
中
費
話
量
を
(
令
官
V

に
て
表
し
之
を
仰
に
劃

f
A債
格
放
呆
と
呼
ぶ
。

第
六
十
一
巻

九
O 

プミ

向
上
D

〈字〉

H
l
M
M
3金利し円
1
M
M
g
h習

を
得
る
。
+
債
格
費
動
内
向
匂
え

(
h
i
p
伊
:
:
・
-
w

富
‘
古
川
C
・
F
・--z--Y)
に
劃
し
て

(
H
C
)
 

(∞、)

M
M
R
を
laeh、P

な
る
如
き
架
空
白
資
本
線
計
費
動
『
♂
を
想
定
す
れ
ば
川
町
の
第
二
項
は
債
格
の
補
整
的
費
動
(
礼
宮
内
・
晶
、
(
叫
し
)
に
伴
ふ
需
要
費
動
量
に
一

致
す
る
。
・
次
に
『

qt
の
逆
費
動

l
曲
、
台
を
想
定
す
れ
ば
そ
れ
に
基
く
資
本
数
果
は

八
号
、
H
V
4
l号
創
刊

(
J
『
会
)

削
引
を
芳
慮
し
て

[~電

it~~ 
主
'!! 
p 

で
あ
る
。
之
は
聞
の
第
一
項
忙
一
致
す
る
。
斯
く
の
如
〈
あ
る
架
察
白
資
本
線
計
費
動
及
び
そ
の
越
獲
動
を
想
定
す
る
己
と
に
土
り
冶

債
格
の
み
の
費
動
を
資
本
総
計
の
費
動
止
債
格
の
補
整
的
費
動
と
に
分
解
じ
て
理
解
し
.
之
に
基
い
て
債
格
奴
呆
を
資
本
放
果
ー
と
補
整
数

呆
の
令
成
と
し
て
把
握
す
る
。
吾
h
k

は
慣
格
闘
型
動
の
か
L
る
分
解

E
ス
ル
ツ
キ
I
分
解
と
呼
ぴ
、
そ
れ
に
熔
十
る
殻
呆
の
分
解
を
も
同
様

忙
呼
解
す
る
.
ス
ル
ツ
キ
l
分
解
を
表
示
す
る
方
程
式
を
ス
ル
ウ
キ
1
方
程
式
と
一
宮
ひ
.
そ
の
第
一
項
を
資
本
項
第
二
項
を
補
整
項
と
名



付
け
る
。
闘
式
化
ず
れ
ぼ
(
礼
町
三
H

八
n
N
f
v
'
T
Q若
心

c
q
v
m
w
E
4自
Z
2
4
Z
吋

v
g
E
Z
2回
目
。
ロ
E
院
。
白
色
巴
河
口
95MO
巴
O
B
E己
E
司
自
(
同

0
2
5固め
E
o
p
ぐ。
F
@
Z
O田山
FHmwE)HV
・
ω3lω

補
整
役
呆
は

k
y
タ
ス
陀
於
て
は
代
用
致
某
、
ス
ル
ツ
キ

B
K
於
て
は
需
要
目
残
像
的
艶
化
一
三
日
S
N
E
E
R
m
E
E
骨
H
F
E回
目
白

p)
・
と
呼
ば
れ

る・

2

F
句

S
H
O
P
Z
F
3
E
F
E
E
E
E
E
B
E
S
E
E
m。話

(
E
Z
E
W
Z
-
F
問。
6
S
E
E
-
E
H印
)
ヲ
官
、
、
、
、
、
、
、

ヒ
ツ
ク
ス
0
8
ス
ル
ツ
キ
E
分
解
uu

の
理
解
は
と
色
に
述
べ
た
も
の
と
異
る
即
ち
ビ
ツ
タ
ス
に
依
れ
ば
倒
格
回
補
盤
的
棚
田
化
目
。
撰
捧
函
数
回
値
に

、
、
、
、
、
、
、
、

.

.

.
 、

艶
勤
を
生
ぜ
L
め
な
い
様
な
資
本
の
同
時
的
勝
化
を
伴
っ
た
債
格
艶
動
で
あ
る
。
補
整
担
化
を
血
の
様
陀
考
へ
て
も
、
ス
ル
ツ
キ
1
分
解
は
成
立
す

る
.
園
正
漣
穀
授
uu

債
格
捜
動
に
伴
品
分
解
宵
前
財
の
需
給
費
到
。
(
困
民
経
済
雑
誌
第
七
四
巻
、
第
一
-
一
瞬
)
一
一
一
一
且

l
ニ
一
一
一
頁
参
照
。
但
し
欺
事

附
輔
陀
於
け
る
ヒ
ツ
ク
ス
は
補
盤
的
艶
化
を
λ

ル
ツ
キ
1
協
に
理
解
し
て
ゐ
る
。
門
司
-
E
C
V

=
一
、
予
想
の
弾
力
怯

で
あ
る

一一一一一一一一一一一一一一一

12) 11) (3) 
動
皐
理
論
に
於
け
る

H

予
想
の
方
法
H

は
予
想
の
弾
力
性
を
基
軌
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
る
。
事
を
簡
単
に
す
る
矯
に
次
の
一
一
つ
を
前

提
し
よ
う
。
守
・
巴

ε

川

W

或
る
財
の
現
在
債
格
の
費
動
は
そ
の
財
回
予
想
債
格
に
の
み
影
響
し
、
他
種
白
財
白
予
想
債
格
隠
は
影
響
し
友
h
e

向
現
在
債
格
の
費
動
は
各
週
の
予
想
債
格

ι船
出
し
て
同
一
一
割
合
の
影
響
主
及
閉
す
・

し
た
が
っ
て
予
想
蝉
力
性
(
即
ち
苅
臨
時
想
債
格
艶
動
車
と
現
在
償
椅
欝
動
車
の
比
)
は

~11' 

鈴

(turpi----
刷
、
)

と
な
る
・

2
2
8重
で

あ

る

忠

告

5
3
5
1
?
;等し
い
。
)
扱
日
円

H
P
と
す
れ
ば
側

土
り

消
費
者
活
動
&
企
業
者
活
動

第
六
十
一
巻

九

策
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七

ヨt



滑
費
者
活
動

ι企
業
者
活
動

第
六
十
一
頓

タ也

第

競

F、

(]=) 

s

d

音

色

SduM(1201伊
+
u
m
e
L
S。十
M
M
I
L
d
+
h
p
h司
会
守

蜘
H
M
M
W

内
“

H
H

曲目

H
悶

を
得
る
。
明
白
右
議
第
一
項
は
現
在
債
格

D
2
5官
官
円

F
E
的
援
化
{
即
ち
、
時
四
想
債
格
を
不
一
盟
主
見
倣
し
た
場
合
)
の
需
要
量
に
奥
へ
る

妓
果
〈
直
接
的
投
呆
)
で
あ
り
第
三
項
は
現
在
債
格
の
費
動
民
基
く
、
予
想
債
格
の
愛
動
が
需
要
査
に
興
へ
る
教
果
(
間
接
的
役
呆
J

で
あ
る
}

ω
前
提
川
W
を
按
会
し
た
場
合
'
即
ち
由
理
想
価
格
が
凡
る
財
田
現
在
償
椅
由
一
由
数
な
る
時
、
現
想
。
弾
力
怯

(
Z
E
巴
E
2
0
5
且
胃
官
且
m
m
S
)
は

合I~
~l~ 

!~事

司3
3降、
-
除
ば
l
Lぽ
円

晶、

shbe

に
よ
っ
て
興
へ
ら
れ
る
。
右
建
時
一
項
は
官
E
斜

H
O
H
E台
2
4
。
町
内
財
官
且
誌
古
田
で
あ
り
(
ヒ
ツ
タ
ス
は
之
嘩
白
う
ち

N
1
圏
、
な
る
も
の
白
晶
を

問
題
に
し
た
と
見
倣
さ
れ
得
る
。
)
第
ニ
項
は

m
H
m
m
Z
2
4
0
T
O
R
E
O図
。
士
宮

E

5巳
官
自
で
あ
る
a
-
F
Z唱
-FMjB
皆
M
P
F
r
q
s
E

O

自
1
。日
E
5
3同
(
同
宮
古
田
》
@
呂

IMWHmgz。
向
。
参
照
。
安
井
教
授
は
又
異
る
拍
車
想
弾
力
性
自
定
義
を
奥
へ

b
b
て
ゐ
ぁ
。
(
企
業
の
動
串
理
論
、
日

本
陸
済
構
曾
年
報
第
二
輯
一
凡
一

l
穴
頁
)

園

、

代

用

の

四

則

周
知
D
如
〈
安
定
傑
件
上
り
し
門
と
d
k
闘
し
て
衣
の
四
則
が
成
立
す
る
.

j 

(

戸

)

u
n
v
d
d
H
岡、
iPR

( 

H 
H 

) 

炉
予な

八
o 

( 
】

H 
~. 

) 

ß~ぜ

rrM調
官
柄
苦

リ
げ
砂
川
即
時
旬
、
予

i
p
λ
c
(但
し

FA
。ょ
M
d

d
H

。
u
H向

R
H
U
E

民
間
川
向

1

J

捗

5
3】
U
d
w
H
S
d
は
嬰
勤
前
の
〔
現
在
並
に
抽
出
想
の
)
債
格
・
利
子
寧
の
シ
ス
テ
ム
、
費
木
純
計
及
び
撰
揮
函
教
の
形
に
よ
っ
て
定
ま



ら
、
予
想
の
弾
力
性
の
大
き
さ
が
興
へ
ら
れ
る
左
ら
ぽ
、
系
列
(
を
と
(
吋
H
P
F
E
t
-
-
J
Y
)
は
確
定
す

z.
即
ち
、
需
要
援
動
の
時
間

形
態
が
重
か
れ
る
。
此
の
時
間
形
態
を
し
門
ξ
H

の
正
負

T
E
R
N
U旬。
E戸
万
豆
は

Z
E
S
T
E戸
な
代
用
、
摘
さ
と
恥
と
の
関
係
に
於
て

〈
上
記
代
用
の
四
則
を
活
用
し
ヲ
ワ
)
堵
費
す
る
事
は
興
味
深
い
が
、
己
と
で
は
割
愛
す
る
目

玉
、
(
予
想
)
利
子
寧
の
盤
動
と
商
品
の
鵠
要

短
期
、
長
期
の
利
平
率
数
ぴ
割
引
率
の
闘
の
開
係
主
芳
慮
し
て

一M
ヤ
t
I
M
詐
忘

(

同

国

)

ム

(

白

】

(hur--目
J
で
)

一
削
指
示
者
"
と
付
。

「

A
Z
(
f
F
C
A
4
2

一hu
!叫
剖

I
R
H
b
割
引
ぬ
る

(
H国
)
ム

t

J

，

‘

l
p

-バ
d
q
(
I
R
P〉

E

{
地
割

E
H手
町
長
ぜ

/
 

を
得
。

)

1
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何
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よ

り

(
L
M
M
5
1
M
M
M
b
i
M
d
p
E
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E
+
M
M
i
i
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費
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企
業
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活
動

第
穴
十
一
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消
費
者
活
動
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企
業
者
活
動

第
六
十
一
審

九
四

雷雲

、現

O 

聞

と

ω仙
何
よ
り
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a
4
H
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問
問
主
り
夫
-R

r
(
H由
)

i
M
M
(
M
b
p
)
+
蜘
ザ
ナ
l
M
M
(
加
出
?

晶
子
上
一
昨
M
町
内

phit--1ヶピ
L
h
r
F
l
リ
昨

M
F
E
ヲ
?
と
向

戸
開
同
州

H

駒

山

日

開

慢

旬

、

R
H
H

凪

H
N

問

問

は

夫
-R

短
期
利
子
率
費
動
、
長
期
利
子
率
輔
出
動
に
閥
す
る
一
財
の
需
要
餐
動
主
表
す
最
も
一
般
的
な
方
程
式
で
あ
る
・
と
く
に

弘

l
m
b

弘
f

E

r

h

u

、

ー

!

1

1

H+LFill
‘
.
]
戸
十
個
討
す
‘

(

口

『

)

(
町

H
r
p
i
z
J
Y
)
を
綴
定
す
れ
ば

l
m
m
は
夫
々

(属、

L
i
E
一MM廿
宅
配

g
t
p
p

一同Yl司
壮
一
時

33吋

3
3
9
H
『
一

M
M町恒例
E
士
宮
一
創
刊
l
q
掛
け
雷
同
計
百



ム
」
友
る
.
今

!Ms 
... 
E 
111 
C 

~~， s 
3 
5 
+ 
向。

~~ョ

ー
E 

+ 
'" q 
111 
<e> 

(
内

H
p
r
i
-
-
y
l
]
{
)

ー
と
烏
き
代
用
の
第
三
法
則

)(~ぜ

ibM苦
守
N 

E 
和j

用
す
れ
ば

(16') 

(17') 

は
共
K 
3え
の
虫日
〈
奏

さ
れ
る

母、目白一

u
T
f
u廿一
紗
(
叶
l
c
苦
u
p
h
H
一

拡
円
同
は
第

g

週
忙
於
け
石
部
弥
も
ふ
か
も
山
支
出
と
敬
入
の
差
で
あ
る
。
今
数
列

{
G
h
}
(
1
p
r
i
s
-
-
与
が
単
調
で
あ
る
己
と

を
仮
定
す
れ
ば
向

i
M
T
C
で
あ
ま
ら
凶
与
の
正
負
で
も
っ
て

{
3
2
3
ω
2
5
で
あ
る
が
品
目
呂
田

E
E。

l

I

=

 

で
あ
る
か
が
判
別
さ
れ
る
。
警
宮
内
}
の
望
書
長
っ
て

M
る

が

E
・
負
と
な
る
。
宮
内
}
遁
雲
呂
場
合

R
d
-
B
Z

角

川

伊

丹

O
Z凶
F
-
2
L
0
1
9
イ
デ
と
云
ひ
沼
降
な
る
場
合
を

J
L
E包
括

Z
Z
ω
『

2
3
4寸
m
F
3
9
イ
プ
と
云
ム
な
ち
ぽ
資
本
項
の
経
済
的
意

味
は
明
か
3

と
な
る
.

円
日
∞
)

補
整
項
に
閲
し
て
は
吋

HH?な
る
項
は
〈
従
っ
て
創
刊
百
も
ま
た
V

消
滅
す
る
。
従
っ
て
残
余
白
何
時
何
百
が
い
づ
れ
も
正
な
る
己
と
を
侵

定
す
れ
ば
、
屯

V
E
な
る
と
き
〔
岳
、
〕
〈
申
w

〔
号
、
心

V
-
で
あ
り
、
也
八
O

な
る
と
き
〔
母
、
ロ
〕
〉
?
〔
号
、
心
八
C

で
あ
る
.
そ

れ
故
、
今
数
列
{
〔
L
S
d〕
}
(
寸
H
P
F
i
-
-・
と
の
単
調
を
俄
定
す
れ
ば
、
そ
れ
は
屯
〉
号
な
る
と
き
車
調
増
大
、
也
八
号
な
る
と
き

寧
調
減
少
で
あ
る
.
(
所
謂
傾
斜
理
論
)

世
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

第
六
十
一
巻

ブb

z 

第

挺

¥ 

、入

一一一一一一一一一一一一一一一一一
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消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

静
夫
十
一
巻

九
六

俸

腕

(11 

消
費
者
の
比
四
ニ
つ
の
タ
イ
プ
を
(
町
内
}
の
週
昇
、
遁
降
を
川
似
て
判
別
せ
ず
に
、
女
節
で
遮
d

る
{
白
一
}
の
そ
れ
を
臥
て
定
義
す
る
事
は
正
し
く

な
い
。
(
青
山
教
授
白
批
判
、
前
調
論
文
、
六
三
賀
〉

六
、
利
子
寧
の
醐
出
動
と
詮
裁
の
需
要

今

!tyj~ 

P 
E 

C 

合

H
p
r
i
-
-・
祖
国
℃
)

但
し
加
。
日
出
G
S

色、

と
治
け
ぽ
川
町
は
第
E

週
に
於
け
る
支
出
と
牧
入
の
差
で
あ
る
。
認
牧
入
の
支
問
超
過
額
は
凡
て
誇
朱
購
入
に
充
て
ら
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
仏
恰
正
負
に
従
っ
て
夫
々
第
g
週
に
於
げ
る
詮
雰
供
給
量
及
需
要
量
を
表
す
。

今
国
間
阜
の
震
に
、
各
週
に
つ
い
て
の
利
子
率
の
高
さ
は
等
し
〈
、
且
つ
利
子
準
は
一
報
去
る
療
動
を
な
す
も
の

k
f
z
.
開
ち

(
h
H
]
f
m
p
l
i
-
-・、〉

然
る
と
き
詮
券
需
要
〈
供
給
)
白
慶
一
動
量
は

(
同
抽
出
)

c 

!~~ 
a 
f 

従
つ

τ
W
Y
E用
ひ
て
L
一時内

c
h
l
M
M
3
d
一



e 

を
得
る
，
但
し

肘

1M事

訓

と
す
る
。
容
易
に
判
る
如
く

EMぜ
:凶器
官

同

で
あ
i る

N 

~l~雪
h 

鮒

古ミ
ら

2
0
L

一一M
5
1
M
M
(叶|
吋

)3d一

を
得
る

amは
一
聞
と
全
一
く
同
様
に
鹿
理
せ
ら
れ
、
利
子
率
愛
動
に
基
く
読
鼻
持
需
要
援
動
の
時
間
形
態
が
明
か
と
在
る
・

七
、
貨
幣
に
劃
す
る
需
要
及
び
ヒ
ツ

O
ス
の
批
判

以
上
の
理
論
は
賀
幣
の
保
臓
が
存
在
し
左
い
事
を
前
提
を
す
Z
e
従
っ
て
債
幣
需
要
の
方
程
式
は
之
を
見
る
事
を
得
な
い
。
今
収
支

均
等
方
桂
式
を

(
出
。
)

、

に
て

奥

消
費

君lrMぜ
(1') ~ 

の+
Z lMぜ
審!~曹
を;1

Si 
た 1
華己
函
数

~ 

(
但
し
向
。
H

C

( 

1>0 、
) 

足
山
山
宮

(N5
宇
-
s
g
o
w
-
-
i
J
N
2・
2MMEM------wgピ
:
・
・
・
宮
5
b
g
ε

・・・・

J
F乙

の
極
大
主
計
る
と
考
ふ
る
な
ら
ば
以
前
と
同
様
の
手
績
に
よ
り
貨
幣
に
劃
す
る
需
要
方
程
式
が
得
ら
れ
る
・
然
し
乍
ら
、
此
の
方
法
に
止

れ
ば
〈
ヒ
ツ
グ
ス
自
身
一
耳
ふ
却
〈
)
貸
幣
は
一
種
の
持
頼
財

れ
た
貸
幣
は
以
後
の
咽
却
に
於
て
購
買
力
と
し
て
働
〈
事
が
な
い
。
貨
幣
保
臓
は
、
そ
れ
が
取
引
動
機
(
所
得
動
機
・
替
業
動
機
)
に
基
く
に

せ
よ
、
或
は
予
備
的
動
機
、
投
機
的
動
機
に
よ
る
に
せ
よ
、
い
づ
れ
も
保
曲
概
さ
れ
た
貨
幣
が
後

ι購
買
力
と
し
て
働
く
事
E
前
提
と
す

(
E
E
Z
O
Bロ
呂
ロ
耳
目
}
問
。
。

a
kす
ぎ
守
、
従
っ
て
或
る
週
に
於
て
保
販
さ

常
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

第
六
十
一
巻

作丸

士

静

腕

= 一

r I 

/ 

メ毛

，仁



先
凡

る
。
印
私
J

貨
幣
は
持
績
的
消
費
財
で
あ
る
土
り
も
、
寧
ろ
詮
務
の
一
種
で
あ
る
。
(
℃
回
毘
)
比
の
鮪
に
つ
い
w
て
ヒ
ッ
ク
ス
は
パ

l
パ
ル
に

分
析
を
行
つ
て
は
ゐ
る
が
言
解
析
的
危
考
察
を
断
念
し
て
ゐ
る
。

消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

J 

第
六
十
一
巻

組

P
J
一
時
帥

四

さ
で
か
上
う
に
し
て
巴
ッ
ク
ス
が
未
解
決
に
捜
し
た
問
題
に
つ
h
で

宜
口
々
自
身
の
立
場
に
於
て
積
極
的
展
開

E
試
み
る
己
と
が
第
二
部
民
於
け
る
吾
々
の
問
題
で
あ
る
。

第
二
部

積
極
的
展
開

そ
の

一

、

需

要

の

決

定

ヒ
ッ
ク
ス
が
動
皐
理
論
主
静
皐
理
論
に
パ
ラ

ν
ル
に
展
開
せ
ん
と
し
て
、
牧
支
均
等
の
傑
件
を
只
一
つ
の
方
程
式
で
表
し
た
の
に
艶
し

私
は
各
週
一
伊
支
は
望
守
す
る
と
芳
三
ヱ
届
の
方
程
式

(

]

戸

)

終
日旨

+ 
也
ピ

+ 
EMョ
p 
g 

E 

+ 
十
h 
怜

(
内

H
P
F
・-
J
Y
但
し

F
プ

3
1
f

は
既
知
)

を
以
て
牧
支
均
等
の
燦
件
と

f
z
t
女

K
撰
揮
函
教
は

(
同
)
£
山
民

(
p
s
f
-
3
9
¥•... 

uR言。・

Ra-----JF乙

き
定
義
す
る
。
之
は
手
持
現
金
及
び
詮
券
の
景
を
も
元
と
す
る
故
に
、
現
行
並
び
に
強
想
の
慣
格
、

し

て

置

け

ば

一

層

厳

密

で

あ

る

。

今

補

助

函

数

¥

7
1
M
F
ア
lFELa--fa戸内
l

U

四?一

(

臼

)

を
考
へ
れ
ぽ
n
u
極
大
の
必
要
傑
件
、
即
ち
均
衡
傑
件
は

• 
及
び
利
子
寧
を
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と



(

山

)

~、・ー...... 
~ Jf f 
よ.11 
~ ~ ~ • ~ ;:... 
+ + 
( 

ド品

+ 
炉司
+ 
) 

(
但
し
テ
+
H
H
S

(
古
川

p

p
・t
・-
-
w
M
r
r
w
p
p
i
t
-
-
ヨ)

で
あ
る
。
仰
向
主
h
u

(

伊

可

旬

開

川

S
S
E
-
p
s
i
-
-
J
l
p
s
h
w
p
i
z
-
-
わ
)

t

F

山
F

e
一NS
M
u
g
-
-
-
-
-
-
J
可
s
z
h唱
か
M

t
・-
-
J
L
P
Y

を

得

る

.

。

今

泉

川

M
?と
お

け

ば

昨

日

1
2
.犯
は
正
去
る
と
き
第

r
習
於
け
る
純
支
均
負
な
る
と
き
純
牧
入
で
あ

(
N
M
M
P
 

y
p
i
z
-
-
s
~
T
H
O
-
F
・I
・--主

る
由通

ら

包t A， 
極は

去第
充遡
?tl'1: 

g? 
ち結
安支
署出

持品
は牧

(1)る

附，露。且
解換
tc捧
也度

内 Z
l る
コ・
〉〆

ピ
ナ
チ
才
y 

(5) 

q:; 

ヨえ
に

〈

由

)

'" g 

+ 
h 
p 

+ 
L 
E 
+ 
弘
巳

+ 
IMs 
均
五.
拾• 11 ' 
o 

(
町

H
M
P
Y
-
M
M
Y
)

に
よ
っ
て
傑
件
付
け
ら
れ
品
目
近
傍
に
於
て
二
次
形
式

3
M
M
M
M
S
F字

内

h
H
g
m
H
e
d
"

。

、

“

。

、

が
負
定
形
と
な
る
己
と
で
あ
る
.
先
づ
(
で
+
ご
個
の
傑
件
例
区
等
債
な
一
個
の
保
件
を
求
め
土
う
.
聞
の
左
遜
主
&
と
す
る
。

-
今

nk(hHpri----
モ
)
は

消
費
者
活
動
と
企
業
者
常
勤

第
六
十
]
轡

九

九

ト

事

錨

. ' 
豆

一一一一一一一一一一一一一

'
p
l
i
l
i
-
-
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常
費
者
a活
動
k
企
業
者
活
動

第
六
十
一
巻
J

一0
0

3
〉凶
U
z
-
-
J
P同
d
r
事

錦

= 
占，、

(

長

)

D
i
s
-
9
1
3
2
+
h
y
p」
CNe--・・
1
J
E』
c
s
e
W
E
I
r
w
3
1
3
2
十

h
y

p

。5
9
H
U
M
E
i
-
-
J
r匂
S

、
、
、
、

の
一
一
つ
以
上
を
同
時
に
O
左
ら
し
あ
ぎ
る
住
意
の
教
で
あ
る
と
す
れ

(

曲

)

lMd 

は
出
刊
と
等
値
で
あ
る
。
・
な
ん
と
な
れ
ば
、
同
叫
が
成
立
す
れ
ば
州
が
成
立
す
る
事
は
明
か
で
あ
る
a

時
也
に
闘
が
成
立
す
れ
ば

台、 E
o 

'"正。
+十。とP
~ ~ 

+ + 

+ + 

" " "" ~ 
11 

o 0 

(
S
I
t
e
)
h
o
日
目
。

内

J
h
は
等
し
く
な
い
か
ら

P
H
O
同
様
忙

F
H
P
・E
・-
J
?
目
。
を
得
る
。
敢
に
的
の
下
に
於
て
も
m刊
が
負
定
形
で
あ
る
な
ら

ば

u
は
此
白
向

2

Y
ピ
ナ
チ
オ

V
K
於
て
極
大
で
あ
る
。

安
定
保
件
は
閣
に
於
け
る
乱
N
a

の
係
数
(
即
ち
的
〉
聖
以
て

m刊
の
係
教
の
行
列
式

の
三
女
以
上

P
軒
日
座
小
行
列
式
が
交
互
に
正
負
怠
る
己
と
で
あ
る
・

忙
於
け
る
若
干
の
余
因
数
を
お
宮
と
す
れ
ば
衣
の
三
則
を
得
る
。

a 
sむ-d 
を
一
室
に
縁
付
け
た
行
列
式

b

u 

_. 
) 

q
F
d
H
S
4
 

ず八。は
少、

汗と、
も、

てコ、
は、

宅[~ぜ
す:zMs
l~ぜ
IMs 
r 
‘~ 

~If 
人
<:> 

と
と
に

E
G
u
-
-
r
i
-
-
-詰
切
内

H
C
M
r
・---J

且
つ
同
時
に
凡
て
は
零
ま
ち
ぎ
る
任
意



消
費
者
活
動
?
と
企
業
者
活
動

第
六
十
一
巻

O 

第

甥

七

J吹

• 

の
教
で
あ
る
.

(1) 

キ
麓
穿
守
。
白
血
)
は
第
T

週
に
於
で
九
白
債
格
で
韓
関
せ
ら
れ
る
ど
す
れ
ほ
、
か
か
6
謹
券
白
現
在
債
絡
へ
は

?
い
叩
品
刈
+
制
ザ

dv 

陀
ょ
っ
で
奥
べ

ιれ
る
。
己
と
に

f

悶
譲
歩
所
有
者
に
謝
し
て
各
週
支
摘
は
恥
る
闘
定
所
得
額
で
畠
る
。

(
O
H
E
唱
唱
。
H
M
e

号
、
句
同
町
)
簡

単
白
錦
に
詮
券
は
必
ず
禿
週
に
於
て
排
済
せ
白
れ
、
且
ム
ツ
タ
は
利
子
串
に
等
し
〈
、
排
済
債
格
は
ー
で
あ
る
・
と
す
れ
ば
謹
券
四
現
在
債
格
は
常

に
ー
と
な
る
.

川
町
テ
イ
シ
ト
ナ
ー
も
車
、
毎
週
牧
支
は
均
年
す
る
主
#
へ
令
十
H
M

個
の
僚
仲
町
下
に
撰
樟
招
致
の
極
大
尉
を
求
品
る
a
品
開

L
中

ι吾
附
帯
保
件
目
か

か
る
未
定
係
数
を
一
樺
K
-
ー
と
し
た
矯
陀
、
守
十
』
F
)

冊
の
保
件
は
月
一
円
J
B
僚
件
と
な
ヲ
て

L
Eっ
て
ゐ
る
e

。
・
吋
B
E
E
-
叶
】
戸
。
↓
r
2
4
。『

n
F
5
E色
白
崎
印

zzonFO
何回

ur
阿
国
弘
司
国
自
母

E
q・
2
0
Q
E
E
E
E
E
u
d
F
H・
0
z
o
ω
w
p
H
E
H
)
ヲ
甲
田
一
∞
l
p

、
ス
ル
ツ
キ
1
方
程
式

現
行
乃
至
は
顎
想
債
格
費
動
の
需
要
量
に
奥
へ
る
妓
岡
市
を
分
析
す
る
。
何
よ
り

(

申

)

古、

)!~g 
R 

L 
P 

h
H
P
 
]「::・
J
固
定
)

)
 

川

H
k
h

( 

H 
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帯
費
者
活
動
是
企
業
者
活
動

(
H
同
)

+ 

+ 
m 

'" 
+ 
~~< 
E~~ 

~ 

含

(
回
目
)

'"tI 
E 

'" 
+ 
~Mぜ
~~;l 

L 
若

'" お

第
六
十
一
巻

4

一O
ニ

俸
一
一
肱

、主

/、

• 

之
等
主
解
い
て
恥
F-
£
苦
を
得
5
・
今
会
河
川
書
会
と
じ
、
之
白
州
問
聞
に
代
入
し
た
も
の
を
夫
-R

仰
官
官
と
す
る
・

純
支
出
寝
入
)
の
限
界
重
度
の
予
想
脚
力
怪
は

i
叶
3
で
表
さ
れ
る
偽
書

HHKF?---二
許
可
証
一
妻
同
弐
函

6

・

教
で
あ
る
。
〉
防
止
り

(
3
M
s
?
I
M
M
i
-
-
3
 

令
"
。
"
"
。
品
m
H凶

故
に
剛
山
山
町
四
の
左
謹
の
係
教
の
作
る
行
列
式
を

b
、
b

k
於
け
る

S
l
S
E
E
l
s
E
Q
i
E
±
γ

(但

L
e
u
-
s

を
夫
-
R
b
e
r
N
U
H
J
b
s

書
官
の
僚
因
数
を

b
a
G

二

M
U
d
H

山ぃ

)

)

J

K

 

l
F

，， 

，O
1

2
主
且

E
I
-
-

-

{

(

(

 

4
E
F

也

事

ピ

.

ョ

吾、

1
l
M
M
F
S
S
H
E
d十
M
M
ζ
-
P
M守

R
M
l
e
a
H師
向

H
e
a
u
N

を
得
る
。
予
想
調
力
性
を
用
品
て
問
を
書
き
頁
め
れ
ば

(
同
帥
)

• 

酬

Y

b

¢
G
d

A
E百
r
I
J
U
!

と
す
れ
ば

1> 
;:tJ 

の
飴
因
数

， 



(
]
F
S
 

R. 

~~吉

苦

部
+ 

阿
古

持

宮
+ 
E~ぜ

t~菩

主
N 
b 

+ 
』
闘
し

F
L
E
S
F

事

し

怪

同

H

P
で
あ
る
・

i

、

似
の
第
一
項
は
現
在
債
格
の
日

5
E
宮
口

zm的
費
動
に
基
く
妓
果
で
あ
り
、
第
二
項
は
現
在
使
格

の
費
動
に
基
〈
予
想
債
格
の
費
動
が
需
要
量
に
奥
へ
る
妓
呆
を
示
し
て
ゐ
る
.

Z
、
補
整
項
の
性
質

掠

p
u
s
と
置
い
た
場
合
に
於

τ
、
前
記
酬
は

n
p
r「
川
仇
ム
民
田
町
臥

w
h
k
h
h弘
忠
弘
弘
A
h
o
U
忙
一
民
て

c， 
を

叫
と
置
い
た

D

M
M
M
M
z
h
L十
F
N苦
八
号

、"
u
e
h喝
官
時

T
H
e
-
m
"
N
I

を
考
慮
し
つ
ミ
、
債
格
の
一
様
費
動
が
純
支
出
(
牧
る
に
奥
へ
る
補
整
数
果
の
時
間
形
態
が
分
析
さ
れ
る
.

叫
に
闘
L
て
此
由
一
瞬
件
計
成
立
し
な
い
場
合
例
附
は
品
ず
し
、
も
成
立
す
る
主
は
-
E
H
V
雄
い
。

同
様
宅
島
る
。
以
下
常
に
か
か
5
場
合
を
陪
介
し
て
論
過
を
す
a
A

品
』
事
と
す
る
。

(1) 

此
白
事
は
来
節
方
連
e
へる

e、内定

に
闘
し
で
も

~ 一一一一一一一一←一一一一

は
安
定
保
件
の
特
性
向
仰
向

を
満
足
せ
ね
ぽ
な
ち
も
仏
い
.
即
ち

(
ご
同

g
d
u
u問
官
公

(

告

)

H
E
〈
司

( 

持
制・8
』

IE~ぜ

E~s 
4~.ピ

1~事

N 

八

従
っ
て
同
上
b

[~ぜ
[~ぜ

哲

b 

h 

m 

，̂ o 
(
但
し

4
も
sm地
主
で
あ
る
.

之
を
え
思
し
つ
つ
附

m
L

品

w-

の
債
格
艶
輔
副
が
自
分
自
身
の
需
要
量
に
興
へ
る
補
整
数
呆
の
蒔
問
形
態
が
分
析
さ
れ
る
。
同
様
に

情
費
者
情
動
&
企
業
者
活
動

海
大
干
で
轡

一0
5

第

披

"" 

@ 



固

33 
の活

費1
i高差h
Z昔 話
担割
論

第
六
十
一
巻

O 
四

瞳

F=披
四
Q 

現
行
乃
至
は
諌
想
利
子
寧
餐
勤
の
技
果
を
傾
斜
理
論
と
の
閥
聯
に
於
て
明
か
に
し
よ
う
1

今

F
H
片
品
"
と
置
く
.
』
J

は
割
引
せ
ら
唾

?

L

』

J

h
R
の
予
想
調
力
性
は

G
J
H
!
J
b
l
E
d
で
奥
へ
ら
れ
る
。
と
己
に

S
J
H
I
l
l
で

、

調

偽

札

』

、

。

れ
た
純
支
出
円
収
入
}
の
限
界
捜
捧
皮
で
あ
る
。

向
上
り

¥ 

あ
る
.

@ 

(
同
町
)

川崎

H
N
R
l
H
L
L
m

(
但
し
色
町
I
F
H
S

川

問

主

P
(

H

A
凶

)

-
(
;
l
E、

2HaiLU
必
M
?
?
"
昨
日
(PHa--EZ駐
日
』
、

i
f

向日

H

e

a

H

e

h

u

H

(
同
斗
)

l
s
i
l
e
f
t
E
C
M
M
?
?
明
治
(hfHali

ぺ
同
∞
)

l
s
、
S
F十
時
的

d
L
E
u
-削
除
子
守

で
あ
る
.
問
主

H[~ぜ

E 

~~~ 

~ 

ト

(
但
じ

E
J
H
P
H
3

問
問
問
問
の
左
建
の
係
数
の
つ
〈
る
行
列
式
を
W
H

と
し
，

D

。
余
因
散
を
定
義
し
た
と
ア
ナ
ロ
ガ
ス
に

wu
の
余
図
教
を
定

、



与
H

時
J

今
と
く
に
仏
間

1
L
(
L・
P
・
-
-
-
ー
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
九
苦
を
求
あ
れ
ぽ

同
十
N

E

W

:
白
l

I

H
苦

H
K吋
円

と
す
る
.

向

義
し

(
同
申
)

.'f 

KMて

同
古

E~ぜ

Etx1ョ

守
何

百

を
得
る
。
(
但
し

-
s
k
H』
E

H

F

-

方
ラ
プ
ラ
I
λ

の
定
理
に
よ

p
、

(
5
M
M
E
J吉
岡

3
l
M
e、宇宙
z
h
a
d
-
M
e
f
s旬、
ve--

RHM
咽

A

t

e

-

-

で
あ
る
・
相
暗
示

L
U北
川
で
あ
る
か
ら
瑚
湖
占
り

2

(

(

 

礼
子
日

M5Biz-M、
工

+
M
M
(
i
h
z、
主
主
岡
、
自
主

向

田

町

同

情

H
H
E

向

日

。

.

+ 

Z EMi 
る会
-.3 + 

~ 

+ 

H .. 
'" 十

EMi 
，.. 
+ 
吉

岡

司

(
回
一
回
)

l
M
T
E
)
止工、
E
P
H
-
-
M
一!止
R
O
S
E
-
-

を
得
る
。
採
W
M

は

U 

に
於
て

nw

を

s、島

と
賢
一
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

P
H色
、
事
の
と
き
門
の
二
つ
以
上
が

0
で
左
い
と

す
れ
ぽ
同
J
き
は
代
用
の
法
則
を
満
足
す
る
.

曲
演
者
活
動
と
企
業
者
活
動

第
六
+
一
巻

O 
五

静

披

四



消
費
者
活
動
左
企
業
者
活
動

。、

l
H
な
る
と
き
第
二
第
三
第
四
一
項
に
閲
し
て
E
ッ
ク
ス
と
同
様
の
傾
純
理
論
を
展
開
す
る
事
が
出
来
る
。
備
貨
幣
主
持
線
向
精
費

財
と
見
倣
し
た
ヒ
ヴ
ク
ス
の
理
論
に
於
て
は
第
二
項
に
相
営
ず
る
も
の
は
之
を
閏
A
Z
事
が
出
来
る
が
、
第
三
第
四
項
は
傾
け
て
ゐ
る
。

何
時
詩
券
陀
闘
し
て
ヒ
ヴ
ク
エ
の
問
題
に
し
た
の
は
そ
の
需
要
量
で
た
く
、
純
需
要
量
で
あ
る
。
今
衣
の
如
き
伐
宇
和
へ
、
円
町
は
そ

の
克
負
に
従
っ
て
第

z
週
に
於
げ
る
詮
券
の
純
需
要
量
純
供
給
量
を
表
す
と
考
へ
る
，

第
六
十
一
巻

一O
大

第

掛

同

c 
111 
R 

N 
民

炉・キ

+ 
b吋

N 
~ 

苦

~~事
匂
B可

E 

品
先

k
n
m

の
費
動
量
主

[g 

L
C
t
H弘
N
M
R
-
L
B
T
H
Q
+
-
H
乙

'
と
す
る
・
注
意
す
べ
き
は
純
需
要
〈
供
給
)
の
費
動
量
が
愛
勤
前
の
利
子
事
を
基
礎
と
し
て
定
義
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
で
あ
る

-mEmに

代
入
し
て
、
需
品
伸
純
需
要
量
の
費
動
方
程
式
を
得
る
。

豆
、
慣
格
費
動
に
閣
す
る
備
ス
ル
ツ
キ
'
方
程
式

U
叩

(
h
H
P
Y
-
f
J
君、

t
u
p
「

----zu
ビ
)
の
う
ち
幾
っ
か
を
、

方
程
式
を
債
格
費
動
に
閲
す
る
H

偏
ス
ル
ヴ
キ
1
方
程
式
H

と
呼
ぶ

-
n

U
貨
幣
、
詮
鼻
持
の
偏
ス
ル
ツ
キ
1
方
程
式

(
 m
m
m
k於
て
乱
苦
H
岳

会

阿

u
p
p
i
-
-
J
2
7
H
P
p
i
-
-
w
吃
)
と
し
た
も
の
を
間
判
明

(

(

(

 

RPヨ
Q
H
P
H
h
“1
1
P
F
・---J
炉
、
)
を
求
め
よ
う
。

駒
山
山
町
の
左
謹
の
係
数
の
つ
く
る
行
列
式
を

E
、
E
i
k
於
る

S
R
I
E
h士
-
S
6
1
5
±
(
Z
H
I
L
の
余
因
教
を
夫
々

-F-HHHE

債
格
費
動
に
劃
し
て
不
愛
と
す
る
と
き
に
得
る
ス
ル
ヴ
キ
1

と
す
る
。

今
之
等
よ
り



S
向
、
“
の
余
悶
教
を
同
ご
コ

予
古
川
川
t

崎
市
(
と
H
0
・
】
不
町
、
、
司
日
目

0
.
r
i
-
-
J
Y
)
と
す
れ
ば

{
日
晶
)

Eト

il~ぜ
~~吉
宰
N 

Q岨

!:t; 

m 

を
得
る
e

即
ち
債
格
務
動
に
際
し
て
聾
畳
敷
果
は
生
じ
左
h
・
混
同
を
防
丹
、
、
先
日
め
忙
酬
の
宏
明
迭
を
〈
号
、

dy-で
以
て
表
す
と
と
と
す
P

る

却
を
書
き
更
め
る
と

(
 

除で
きあ
憤る
格 e

にも
闘し
し之
てが

妻。
のに

同等
女し
函い
数主主
とら
なば
る、

拡喜
各及
週び
の詮
貨雰
幣 ρ
及需
び要
詮函
君主教
のは
純商
需品
要需
量要
が量
。不
事警

主主 と
る-2ミ
考書ふ
司i保
件
の
下
に
於
て、

利
子
を

(
F
P
H
Fい
す
十
同
閉
3
2
+・
:
・
:
偉
い
弘
、

由

V9

由

pe

血

-Fぜ

ん
4

ヘ白
H

t

p

A

t

L

H

p

r

'

丸
町
ド
プ

ー

t割
引
+
観
劇
T
i
-
-
+
凱
円
割
地
s

今
債
格
の
比
例
費
動
を
考
へ
そ
の
費
動
皮
E

O
と
す
れ
ば

H
M
(制
的
持
品
叩

)ξ

~~留
P 
E 

(
H
H
C
・
F
・----uモ
)

消
費
者
活
動
k
企
業
者
活
動

第
六
十
一
巻

O 
七

第

擁

四
= 



情
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

第
六
十
一
巻

O 
z、

第

漉

四
四

ヨ1

そ
れ
故

[M留
守

E~ :l 

p 

之
を
加
に
代
入
し
て

(
L
r匂
d
J
μ

同
日
号

hz得
る
a

即
ち
貨
幣
及
読
血
悼
の
純
需
要
量
が
各
週
零
在
る
場
合
、
債
格
及
び
純
支
出
の
限
界
撰
揮

度
の
予
想
弾
力
性
の
如
何
に
不
拘
、
貸
幣
及
詮
雰
の
需
要
因
数
は
債
格
に
閲
し
て
零
次
同
究
函
数
で
あ
る
.
但
し
商
品
需
要
量
は
不
副
理
念

り
(9')( n )左
(12')甫 Z
に晶・
於円
てぜ偏

F Z 
U ツ
ーキ

1 方
p 程
笛 H 式

p 

H 

Y 

d 

F
・・
2
J
吉

川

寸

Hu--
戸
・

:

J

と
を
求
め
る
。

A
7
H

hu 

k
於
け
る
書
、
言
の
余
因
数
を

~
F
S
Z宮
の
余
因
教
を
討
宮

と
し
(
そ
即
時
左
過
の
係
数
回
つ
〈
る
行
列
式
を
N
}

之
よ
且
号
u
d
Q
H回
u「

N
i山
下
、
問
古
川

f
J
f
F
I
L
-
-
a
u
T
E
L
L
-
-で
)

と
ず
れ
ば
、

(
M
4
)
 

'" 3 

[~ぜ

~~s 
E 
L 
P 
N 

+ 
~Mぜ-

EMS 

~ 

'" P 

、

を
得
る
.
債
格
及
び
純
支
出
{
肱
入
)
限
界
捜
揮
皮
の
予
想
弾
力
性

和
引
仇
左
用
ひ
℃

llM華

字'
+ 

N 

E 

+
M
M
(
l
S
E
N
-
r
A吋
N
V
-
E
-
P

と
同
乙
く
商
品
の
み
に
止
り
構
成
せ
ら
れ
、
貨
幣
及
び
詫
晶
砕
を
含
ま
ぬ
。

ゼ
あ
る
・

5
は
ヒ
ツ
ク
ス
の

U



' 

今
債
格
の
比
例
的
廃
動

P

H
屯

(
凡

u
p
F
i・
-
草
)
を
考
ム
九
ょ
う
。
ラ
プ
ラ

1
ス
の
定
理
に
よ
り

~Mゼ
!1M，~ 

h 

P 
':i 

で
あ
る
か
ら
、
吋

L
(
L・
P

・
--E-Io・
r
・
-u
と

な

る

と

き

重

放

置

。

び
詮
券
の
純
需
要
量
が

O
ぜ
あ
る
友
ら
ば
所
得
奴
果
も
亦

O
と
な
る
。
即
ち
各
週
の
貨
幣
及
び
讃
品
悼
の
純
需
要
量
が
い
づ
れ
も
零
で

あ
り
、
且
つ
債
格
の
予
想
弾
力
性
が
純
支
出
(
朕
入
}
の
限
界
撰
提
度
の
予
想
弾
力
陛
と
等
し
い
揚
合
に
於
て
商
品
の
需
要
函
教
は
利
子

以
外
の
ず
べ

τ
の
債
格
に
闘
し
て
-
零
次
の
向
次
函
数
で
あ
る
。
た
だ
し
、
此
の
命
題
は
債
格
費
動
忙
際
し
て
貨
幣
及
び
詮
券
需
要
を
不
鑓

と
見
倣
す
時
国
ち
金
融
側
の
事
情
を
一
霊
菰
で
包
む
時
に
成
立
す
る
。
此
の
揚
合
純
支
出
函
数

i
F
U
M
3
0
苦

(
U号)は

s頃
唱

頃

唱

.

毒

M
官ζ品
印
問
叩

H
M旬、一
Mhs{指十
M
曽

C
M
占ー市
H
M
3
H
H
(
H
g

e
“"ω

ペN
z

h

h

H

M

凧

H
N
N

《

h
:

臥

H

H

N

h

目
N

C

内

:

札

口

H
N

に
止
り
債
格
に
闘
L
て
の
一
次
同
女
函
数
と
な
る

で
あ
る
。
次
に
各
週
の
貨
幣
及

. 
事

(1) 

個
持
棚
田
副

K
際
し
て
主
司
の
一
部
を
不
麗
'
と
す
る
時
書
の
函
数
由
形
は
帯
決
同
衣
怯
を
保
存

L
つ
つ
揺
る
.
偏
λ

ル
ツ
キ

E
方
程
式
を
同
次
怯
白

品
事
去
の
関
聯
陀
於
て
取
上
る
唱
と
き
比
町
欝
形
さ
れ
た
書
を
用
mv
、
ル
ー
イ
ス
分
解
ー
と
の
聞
係
陀
於
亡
問
題
と
す
る
時
陀
は
も
と
白
書
を
用
ひ
る
。
別

段
支
障
が
な
い
か
ら
、
商
者
を
同
一
町
記
腕
で
費
す
と
と
ー
と
す
る
。

六
、
ル

1
4
ス
分
解

以
上
の
展
開
に
於
て
は
債
格
費
動
に
際
叱
て

仰
の
う
ち
の
一
群
は
不
愛
で
あ
る
と
偲
定
せ
ら
れ
た
が
賞
際
に
於
て
は
そ
れ
等
は
援

消
費
者
活
動
と
企
業
者
活
動

第
大
中
一
審

、。
丸

第

輯

四
五

" 

r 

¥ 

‘ 一 一一一一一一



動
(自')(1 )し

(10')E 
貸れ消

(11')幣に費
問 . 千宇者
fL 軍事つ措

置今茶て割
岩需 1支喜
岨要問、薬

草皇露書
室加勤動
'的が r

L亡餐生

之動与
に二

今
比
σ〉
駒
の
分
析
を
試
み
よ
う 第
六
千
一
巻

F 

Q 

第

揖

同
大

L
E
-
-
M
M
5
2
3
F十一
M
M
ミ』
J
a
p
e
s
L・
P

・--
2
・
2
1
p

内
目
。
す
悶

7

e

T

M

t

を
代
入
す
る
.
而
し
て
之
等
主
hp
弘抱一言

C
4
P
]
F
h
ぺ

npri----
で
)
を
求
あ
る
。
今
そ
の
解
を

p
h吋
と
し
よ
う
。
即
ち

(
同
国
)

ア
:
:
・
.
・
セ
)

(
悶
∞
)

h
H
h
d
-
ト

M
M
E
%
E
(
l
M
M
E
E
F
U門
宮
小

M
M
5向凶
U
E
O

l
M
M
M
M
5
2
7
M
M
E
L
3
u
p
+
M
M』
L
P
N
S
C
)
岡
山
苦

で
あ
る
。
右
遁
第
二
村
は
商
品
の
需
要
費
動
に
止
り
生
じ
る
支
出
の
移
輔
が
貸
幣
・
誰
券
の
需
要
に
興
へ
る
妓
果
で
あ
り
、
第
二
行
ほ
商

品
需
要
の
費
動
に
止
り
貨
幣
・
詮
雰
の
限
界
撲
揮
度
が
輔
型
化
ず
る
事
に
基
く
需
要
の
遁
加
的
場
動
で
あ
る
。
前
者
を
(
手
官
)
陣
後
者
主

グ)(D) f 
(12')‘市 r
w 百「と

長嶺ま
て主宰三
右の
主畢 3阜
E 加
零的
と獲
し動

(
】
叫

)ι吉
川

l
M
M
E
S
S
u
m
c
+
M
M
F
S
H
U
E
S
u
-
-
C
H
E
w
-
-主
)

旬



を
代
入
し
‘
之
よ
り
L
h
何
百
を
求
め
る
。
そ
の
解
を
守
百
(
」
H
凶
・
∞
.
-
u
z
w
草

h
d
q
M
u
-
-
r
i
-
-
a
h
ふ
と
し
よ
う
.
即
ち

F
H
I
M
s
c
{札
F
I
F
E
-
z
s
c
l
(
E
2
5
7
L
9
l
M
M
M
M
E
C
(丸三

pd

4

7凶
e
L
T
B

で
あ
る
。
右
謹
第
一
項
の
指
孤
の
中
は
第
υ
週
に
於
け
る
貨
幣
及
詮
恭
の
純
需
要
量
の
饗
勤
重
で
あ
る
。
従
っ
て
第
一
項
は
貸
幣
及
詮

晶
悼
の
純
需
要
量
の
費
節
が
商
品
需
要
量
に
興
へ
る
所
得
妓
呆
を
表
し
第
二
項
は
手
持
現
金
、
詮
券
の
費
動
に
よ
り
商
品
の
限
界
撲
揮
皮

が
饗
化
す
る
と
・
と
に
基
く
商
品
需
要
の
遁
加
的
鑓
載
を
表
す
。
前
者
を
金
融
的
所
得
殻
田
市
、
後
者
を
金
融
的
代
用
放
呆
と
呼
ぶ
己
と
と

す
る
。
今
第
一
項
を
定
u
d
乙
r
第
二
項
を
(
号
、
}
、
ω

予
と
す
れ
ぽ

配
瑚
刷
叫
制
よ
り

(
白

C
V

15 

)

)

)

 

q
υ
w
d
n
w
u
ド

ARhy

I

?

2

e
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約
一
言
、
凶
+
(
弘
主
d
p
+
(
弘
a
u
d
)旬

C
.
H
P
H
h
吋

H
H
p
r
i
-
-
J
相
、

(

回

目

)

弘
h
d
d
H
(
札
占
d
)
J
+
(
L
S
d
)
、
同
+
(
L
b
q
h
d
)
J

C
H
M
-
勾
p
・t
・
-
E
h
吋

H
C
・
F
・
-
-
J
Y

を
得
る
.

掠
(
白
♂
乙
江
戸
弘
占
d
)
、
内
(
H
F
P
S
は
夫
士
一
つ
の
項
に
分
た
れ
る
。
但
し
債
格
闘
型
動
に
際
し
て
(
h
S
H
)
M

斯
く
の
如
〈
需
要
時
世
動
貴
が
五
つ
乃
至
六
つ
一
の
妓
果
に
分
た
れ
る
の
を
H

ル
1
イ
ス
分
解
円
と
呼
ぴ
(
白
白
)
(
臼
ど
を
夫
L
R

貸
幣
{
脅
券
}

又
は
商
品
わ
ル

1
4
ス
方
程
式
と
云
ぷ
o
u
そ
れ
は
ス
ル

V
キ
1
分
解
乃
至
は
ス
ル
ツ
キ

l
方
程
式
の
盈
展
で
あ
る
・
か
く
の
如
く
ん

l

イ
ス
の
方
法
E
用
ふ
る
事
に
よ
り
、
商
品
の
側
同
貨
幣
詮
象
に
奥
へ
芯
影
響
及
び
貨
幣
詮
府
軍
の
側
の
商
品
に
興
へ
る
影
響
が
明
暗
切
に
親
取

さ
れ
る
。

は
補
整
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を
依
く
・
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と
企
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者
活
動
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四
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回
国
・
同
伺
4
2
聞
は
融
制
閥
尉
の
研
究
同
際
し
て
、
ス
ル
ツ
キ

1
方
視
式
の
補
整
項
を
、
真

K
三
う
丹
部
分
に
サ
解
し
た
.
か
か
る
A
V
解
出
資
本
項
に
つ

い
て
も
可
闘
な
る
事
は
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上
越
田
通
り
で
あ
る
@
か
く
し
て
尋
問
さ
れ
た
ス
ル
ツ
キ

1
方
程
式
の
設
展
形
態
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ル
1
イ
ス
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方
程
式
ー
と
呼
稀
す

る
事
に
罰
し
て
は
異
論
が
あ
る
で
あ
ら
う
a
何
と
な
れ
ば
私
は
か
か
る
哩
諭
が
ル
1
イ
ス
に
始
ま
る
も
の
か
或
は
更
に
遡
習
得
る
も
り
か
を
革
詑
具

的
に
考
置
L
た
わ
け
で
は
な

E
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で
あ
る

O
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と
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・
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司
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五
一
頁
以
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品
参
世
照

七
、
貨
融
市
謹
裁
と
商
品
の
聞
の
分
離
可
能
性

闘
教
授
に
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り
展
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せ
ら
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分
離
頁
能
性
の
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。
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e
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ら
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能
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。
邸
ち
貸
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詩
碑
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々
な
る
数
量
に
慮
中
る
撰
揮
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の
大
小
相
等
闘
係
は
商
品
の
需
要
量
に
よ
っ
て
飢
さ
れ
る
と
と
は
危
く
、
且
つ
商
品
に
劃
す
る
撲
好
の
順
序
〈
慾
望
股
況
)
は
貸
幣
詮
雰

(
印
凶
)

の
留
保
高
i

に
無
関
係
で
あ
る
と
す
る
。
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の
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-
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得
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を

(
L
3
6
)
ω

に
代
入
す
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得
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.
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・
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従
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+
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に
比
例
す
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。
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れ
故
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目
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得
る
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更
に
貨
幣
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詮
象
の
純
需
要
量
は
各
週
零
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債
格
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的
同
盟
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強
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弾
力
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云
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ニ
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件
を
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勾
玉
ど
乙
凶
は
前
述
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中
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第
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あ
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国
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上
板
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習
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れ
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。
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p
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ぽ
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ど
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、
ω
H
C
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得
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ち
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融
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代
用
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じ
友
い
o
火
花
貨
幣
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詮
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需
要
量
が
各
週
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あ
担
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且
つ
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格
が
比
例
的
に
同
盟
動
(
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想
揮
力
性
H
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)
す
る
と
す
れ
ば
(
弘
♂
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J
H
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と
な
る
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叩
時

消
費
者
荷
動
k
企
業
者
活
動

第
六
十
一
審

三

第 l

銃

四
九



消
費
者
活
動
主
企
業
者
常
勤

第
六
十
一
巻

四

第

競

互三

O 

主主

a司
N 

N 

11 

~~ピ
「一一一、

喜

s 
+ 

。噌
ε 
+ 戸、
e 

Z 
4ド

( 

+ 
b吋
十

} 

Q司
持

L一一J

~ 
d 

¥
 

今

Z
l
S
L
U
E
N
e。側、

S
l
E
+】
(

同

十

L
F
L
)
H
Z
出
向
と
な
け
ば

日
一
壮
一
軒
E
F
M
山帥岱】一弘元
hcH而

一
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s
b
M
M
s
c
p
H
E
z
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E
E
に
右
謹
第
一
頃
は
貸
幣
及
び
詮
券
純
需
要
量
が
各
週
零
な
る
仮
定
よ
り
零
で
あ
る
。
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+
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聞
の
中
間
接
の
第
二
項
は
負
で
あ
る
か
ら
第
一
項
帥
ち
聞
の
最
右
漫
第
二
項
の
括
叫
の
中
は
正
と
な
る
。
従
っ
て
九
倍
、
刊

の
芭
負
は
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刊
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一
定
負
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財
、
困
宥
下
級
酢
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担
何
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に
よ
っ
て
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ま
る
。
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に
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。
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る
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接
近
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可
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主
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。
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岡
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正
な
る
。
そ
れ
故
パ
ラ
メ

'
w
'
T
a

の
慶
一
割
に
際
し
て
、

M
F
弔
歪
一
輝
型
な
る
場
骨
白
他
は
、
(
叩
戸r

は
無
規
定
で
司
唱
?
由
?
'
る
匂
ふι
巾叫~、b
)

札
句
可
口
内
(
従
ワ
で
~
h
叶
口
向
)
は

如
何
な
る
値
を
も
vF正
井
と
」
り
得
る
事
左
な
る
@
nり
白
之
に
反
L
て
柑
支
由
の

R
回鼻抑

t
替
串
」
「
丑
手
司

E
d
f』』

F。
戸

L土
-
、
」
、
一
ゐ

r。

れ
ば
之
等
は
共
に
撰
揮
函
駄
目
費
換

F

に
謝
し
て
慣
が
不
揮
で
あ
る
。
そ
れ
故
撰
嘩
函
設
に
オ

I
F
ィ
ナ
ル
な
性
格
白
み
を
許
す
立
場
(
致
用
可

測
性
目
前
提
除
去
)
を
と
れ
ぽ
、
鰹
山
間
理
論
は
常
然
支
出
白
限
界
代
替
唱
及
び
そ
白
費
動
車
を
中
品
思
想

K
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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論
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よ
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。
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